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人の、風。人の、声

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
館

（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　
金
曜
日
コ
ー
ス
増
設
記
念
の
無

料
体
験
。
未
経
験
者
で
も
大
丈
夫
。

運
動
で
き
る
服
装
・
飲
み
物
持
参

⃝
日
時
＝
５
月
13
日
㈮
▽
幼
児（
年

中
・
年
長
）
16
時
～
17
時

▽
小
学
生
（
１
年
・
２
年
生
）
17

時
～
18
時
30
分

⃝
場
所
＝
筑
後
広
域
公
園
多
目
的

運
動
場

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
筑
後
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ（
☎
０
９
４
２・５
３・０
０
３
９
）

　
主
に
中
山
間
地
域
の
耕
作
放
棄

地
を
活
用
し
農
家
所
得
を
向
上
し

　　
雨
天
決
行
、
申
込
不
要
で
す
。

⃝
日
時
＝
４
月
24
日
㈰
８
時
八
女

市
総
合
体
育
館
集
合
　
※
10
時
30

分
か
ら
八
女
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

で
総
会
を
開
催
し
ま
す
。

⃝
歩
行
コ
ー
ス
＝
総
合
体
育
館
～

矢
部
川
河
川
敷
往
復
（
約
５
キ
ロ
）

⃝
参
加
費
＝
会
員
以
外
は
傷
害
保

険
料
と
し
て
１
０
０
円

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
歩
こ
う
会
鶴
さ
ん

（
☎
０
９
０・３
３
２
６・３
１
３
３
）

　
各
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
経
験
の
あ

る
幼
児
～
成
人
約
25
人
が
演
奏

⃝
日
時
＝
４
月
24
日
㈰
、
14
時
～

⃝
場
所
＝
み
ど
り
の
屋
根
（
筑
後

市
鶴
田
４
２
９
‐
１
）

⃝
チ
ケ
ッ
ト
＝
５
百
円
（
１
ド
リ
ン

ク
付
き
）
当
日
６
百
円

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
筑
後
地
区
音
楽
愛

好
会
入
部
さ
ん（
☎
２
４・５
８
７
６
）

　
お
子
さ
ん
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で
お
気
軽
に
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
雨
天
中
止

⃝
日
時
＝
５
月
１
日
㈰
９
時
30
分

～
12
時
30
分

⃝
場
所
＝
独
楽
工
房
（
隈
本
木
工

所
敷
地
内
）

⃝
内
容
＝
《
無
料
》
こ
ま
回
し
、
け

ん
玉
、
竹
馬
、
火
起
こ
し
体
験
等

《
有
料
》
こ
ま
の
絵
付
け

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
隈
本
木
工
所

（
☎
２
２
・
２
９
５
５
）

⃝
日
時
＝
５
月
５
日
㈷
19
時
30
分

～
※
約
１
時
間
半
、
雨
天
順
延

⃝
場
所
＝
山
内
水
天
宮
東
側
（
星

野
川
河
川
敷
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
祭
典
委
員
会
・

大
津
さ
ん
（
☎
２
３
・
６
８
２
６
）

　
Ｋ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
で
お
馴
染
み
の
徳

永
玲
子
さ
ん
を
迎
え
ま
す
。

⃝
日
時
＝
５
月
８
日
㈰
９
時
～
12
時

⃝
場
所
＝
上
妻
小
学
校
体
育
館

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
上
妻
校
区
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
・
國
友
さ
ん

（
☎
２
４
・
０
６
４
０
）

　
軽
く
て
丈
夫
で
水
に
も
強
く
、

使
用
す
る
う
ち
に
柔
ら
か
さ
が
出

て
き
ま
す
。
サ
イ
ズ
は
縦
25
㌢
×

横
32
㌢
×
巾
８
㌢
。
定
員
20
人

⃝
日
時
＝
５
月
28
日
㈯
、10
時
～
12
時

⃝
場
所
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

⃝
参
加
費
＝
３
５
０
０
円
（
材
料

費
込
み
）

て
い
く
た
め
、
こ
の
た
び
研
究
会
を

立
ち
上
げ
、
栽
培
研
修
や
加
工
品

開
発
、
販
売
促
進
等
、
定
期
的
に

活
動
し
て
い
く
予
定
で
す
。
そ
の
た

め
広
く
会
員
を
募
集
し
、
参
加
者

に
は
ヤ
ー
コ
ン
苗
お
よ
び
ア
ピ
オ
ス

（
ホ
ド
イ
モ
）
の
苗
を
提
供
し
ま
す
。

　
ヤ
ー
コ
ン
は
そ
の
栄
養
成
分
に
よ

り
糖
尿
病
・
心
筋
梗
塞
の
予
防
や

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
対
策
等
、
さ
ま
ざ
ま

な
現
代
病
に
効
果
が
期
待
さ
れ
て

い
る
野
菜
で
す
。
ま
た
ア
ピ
オ
ス
は

栄
養
価
が
高
く
、
カ
ル
シ
ウ
ム
や
ビ

タ
ミ
ン
Ｅ
、
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
、
鉄
分

や
繊
維
質
が
豊
富
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
研
究
会
で
詳
し
く
説
明
い
た

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝

▽
ヤ
ー
コ
ン
研
究
会・今
里
さ
ん（
☎

２
３
・
７
８
３
８
）
▽
農
業
振
興

課
（
☎
２
３
・
１
１
１
８
）

健
康
ウ
オ
ー
ク
（
総
会
）

ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
コ
ン
サ
ー
ト

第
10
回
八
女
で
あ
そ
ぼ
う
会

和
紙
の
手
提
げ
バ
ッ
グ
作
り

第
４
回
上
妻
ま
つ
り

ヤ
ー
コ
ン・
ア
ピ
オ
ス
研
究
会

ア
ビ
ス
パ
福
岡
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル

山
内
水
天
宮
大
祭
花
火
大
会

教
室
・
講
座

　立春から数えて八十八夜に当たる
5 月2日㈪、黒木町笠原霊

れ い が ん じ

巌寺で献
茶祭を開催します。皇風煎茶礼式に
より献茶を行い、茶祖栄林周瑞禅師
の遺徳を称え偲び、併せて今後の茶
業振興発展を祈念します。
八女茶は、今から約 600 年前に学僧
であった栄林周瑞禅師が、中国から
茶の種子を持ち帰り、当時鹿子尾村
の庄屋松尾太郎五郎久家氏にその種
子を与え、栽培法、製茶法等を伝授
したのが起こりだと言われています。
⃝日時＝５月２日㈪　10 時～
⃝場所＝黒木町笠原霊

れいがんじ

巌寺
⃝内容＝献茶、野点茶席（9 時 30
分～ 15 時）、新茶の販売
⃝問い合わせ＝黒木総合支所産業経
済課（☎ 42・1115）

第 48回 献茶祭



今
年
も
例
年
ど
お
り
実
施
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
作
業
は
５
月
を
め
ど
に
、

各
行
政
区
の
都
合
の
良
い
日
に
実

施
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
処
理
に
必
要
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
袋
は
八
女
市
本
庁
管
内
行

政
区
に
お
い
て
は
本
庁
建
設
課
、

総
合
支
所
・
各
支
所
管
内
行
政
区

に
お
い
て
は
各
支
所
建
設
課
で
各

行
政
区
長
に
配
布
し
ま
す
の
で
、

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
河
川
愛
護
作
業
を
同
時

に
実
施
さ
れ
る
行
政
区
に
つ
い
て
は

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
▼
本
庁
建
設
課

（
☎
２
３
・
１
９
６
１
）
▼
立
花
支

所
建
設
課
（
☎
２
３
・
４
９
３
０
）

▼
黒
木
総
合
支
所
建
設
課
（
☎
４

２
・
１
１
１
７
）
▼
上
陽
支
所
建

設
経
済
課
（
☎
５
４
・
２
２
１
９
）

▼
矢
部
支
所
建
設
経
済
課
（
☎
４

７
・
３
１
１
３
）
▼
星
野
支
所
建

設
経
済
課
（
☎
５
２
・
３
１
１
４
）

2　2011.4.15　広報やめ

　
八
女
市
へ
水
道
用
水
を
供
給
し

て
い
る
福
岡
県
南
広
域
水
道
企
業

団
で
は
、
今
年
度
に
行
う
水
質
検

査
の
実
施
内
容
に
つ
い
て
定
め
た

「
平
成
23
年
度
水
質
検
査
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
八

女
市
役
所
上
下
水
道
局
お
よ
び
企

業
団
の
窓
口
、
企
業
団
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
企
業
団

（
☎
０
９
４
２
・
２
７
・
１
５
６
３
）

http://w
w

w.sfw
ater.or.jp/

　
４
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰
に
創
業

祭
を
行
い
ま
す
。
日
ご
ろ
の
ご
愛
顧

に
感
謝
を
こ
め
て
、
ご
来
場
者
先
着

１
０
０
名
様
に
、豚
汁（
16
日・17
日
）

と
ぜ
ん
ざ
い
（
17
日
の
み
）
を
無
料

で
配
布
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
館
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
べ
ん
が
ら
村

（
☎
２
４
・
３
３
３
９
）

と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
や
差
別
な

ど
、
悩
み
や
困
り
ご
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
、

一
人
で
悩
ま
ず
お
電
話
く
だ
さ
い
。

法
務
局
職
員
と
人
権
擁
護
委
員
が
、

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
法
務
局
八

女
支
局
（
☎
２
３
・
２
６
０
３
）

⃝
日
時
＝
５
月
13
日
㈮
13
時
～
16
時

⃝
会
場
＝
筑
後
弁
護
士
会
館
（
久

留
米
市
篠
山
町
11
‐
５
）

⃝
予
約
電
話
＝
４
月
25
日
㈪
９
時

か
ら
受
付
、
先
着
40
人

（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・
０
１
４
４
）

　
保
険
・
子
ど
も
の
教
育
費
・
老
後

の
生
活
資
金
等
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

プ
ラ
ン
ナ
ー
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

⃝
日
時
＝
４
月
21
日
㈭
、
５
月
12
日

㈭
、
13
時
～
17
時

⃝
会
場
＝
八
女
商
工
会
議
所

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
馬
場
さ
ん

（
☎
０
１
２
０
・
９
１
１
・
６
８
６
）

　
道
路
愛
護
作
業
に
毎
年
ご
協

力
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
ま
す
。

⃝
応
募
資
格
＝
保
育
士
資
格
を
有

す
る
人

⃝
提
出
書
類
＝
履
歴
書
、
保
育
士

証
（
写
）

⃝
勤
務
場
所
＝
市
内
公
立
保
育
所

⃝
勤
務
内
容
＝
八
女
市
の
規
定
等

に
よ
る

⃝
選
考
方
法
＝
面
接

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
子
育

て
支
援
課
保
育
所
係
（
☎
２
３
・

１
３
５
１
）
※
随
時
募
集

⃝
受
付
期
間
＝
５
月
６
日
㈮
ま
で

⃝
試
験
期
日
＝
▼
幹
部
候
補
生《
１

次
》
５
月
14
日
㈯
《
２
次
》
６
月

14
日
㈫
～
16
日
㈭
の
間
の
指
定
す

る
１
日
▼
一
般
曹
候
補
生
《
１
次
》

5
月
21
日
㈯
《
２
次
》
６
月
22
日

㈬
～
27
日
㈪
間
の
指
定
す
る
１
日

⃝
応
募
資
格
＝
▽
幹
部
候
補
生
・

大
卒
（
見
込
み
含
む
）
～
26
歳
未

満
の
男
女
▽
一
般
曹
候
補
生
　
18

歳
以
上
～
26
歳
未
満
の
男
女

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
自
衛
隊
八
女
地

域
事
務
所
（
☎
２
４
・
５
１
９
２
）

　
平
成
23
年
４
月
18
日
㈪
か
ら
法

務
局
の
常
設
人
権
相
談
電
話
番
号

が
全
国
共
通
番
号
と
な
り
ま
す
。

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

０
５
７
０
・
０ゼ

ロ
ゼ
ロ
み
ん
な
の
ひ
ゃ
く
と
う
ば
ん

０
３
・
１
１
０

※
従
来
の
相
談
電
話
番
号
も
引
き

続
き
使
用
で
き
ま
す
。

☎
２
３
・
２
６
０
３
（
福
岡
法
務

局
八
女
支
局
）
※
祝
祭
日
を
除
く

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
８
時
30
分

～
17
時
15
分
ま
で

　
家
庭
内
の
も
め
ご
と
や
隣
近
所

☀問い合わせ＝ふらっち広場
（☎24・3022） 八女市本村425-61
☀開館日＝火・木・土・日曜10 時～17 時

★八女学院定期演奏会を鑑賞しよう

◦日時＝ 4 月 16 日㈯13 時 30 分～
◦参加費＝ 50 円 ※ふらっちひろば

★工作「春のコラージュを作ろう」
◦日時＝ 4 月 30日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝実費

★アロマハンドマッサージ
◦日時＝ 4 月28日㈭ 14 時～ 16 時
◦参加費＝ 300 円 

★工作「新聞紙でコサージュを作ろう」

★おやつ「ショコラ寒天を作ろう」

★おやつ「グミを作ろう」

◦日時＝5 月14日㈯14 時 30 分～15時
◦参加費＝無料 ※ふらっちひろばを 14 時出発

◦日時＝ 5 月7日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝100 円

◦日時＝ 4 月23日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝実費

ふらっち広場からのお知らせ
地域活動支援センター

ほ
ほ
え
み

道
路
愛
護
に
つ
い
て

べ
ん
が
ら
村
創
業
祭

生
命
保
険
無
料
相
談
会

県
南
水
道
企
業
団
水
質
検
査
計
画

法
務
局
の
人
権
相
談
電
話

「
憲
法
週
間
」
無
料
法
律
相
談

公
立
保
育
所
の
保
育
士（
臨
時
職
員
）

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
お
よ
び

一
般
曹
候
補
生

八女市国民健康保険に加入されている人で、
八女市指定のはり・きゅう施術所において施
術を受けられた場合、助成を行っています。
⃝助成の内容＝同一被保険者について1日1
回、１月に７回まで１月に７回を超える施術
が必要な場合…申請をして「限度回数超過
承認証明書」の交付を受けた場合 20 回まで
※ただし、１年度の施術回数は 84 回まで
⃝助成額＝1回あたり1,000 円
施術を受ける場合は、被保険者証と認印を
持参してください
※旧上陽町、旧星野村の被保険者について
は、合併の経過措置により旧町村の規定によ
り助成をしていましたが、平成 23 年度から
八女市の規定によりますのでお間違いのない
ようにお願いします。
　　⃝問い合わせ＝市民課国保年金係
　　　（☎２３・１１１６）

国民健康保険はり・きゅう
施術料の助成について

！



広報やめ　2011.4.153

■ママとふあふあほっぺ※要申込 25 組
◦5/10 ㈫ 10：30 ～講師＝田中もとこさん
■いっしょにあそぼ！「段ボールであそぼ!!」
◦5/14 ㈯ 10：30 ～
■楽しく食育「石窯でピザを焼こう！！」
◦5/17 ㈫ 10：30 ～※要申込、参加費 200円
■高田先生とおしゃべり会
◦ 5/20 ㈮ 10：30 ～講師＝子育てアドバ
イザー高田悦也さん　※託児要申込
■にこにこバースデー♪
◦5/24 ㈫ 10：30 ～※ 5 月生まれをお祝いします

■ウエルカムパーティー（場所＝ほほえみ）
　八女市に越して来た人で未就学児を持つ人
や、家で子育て中の人、妊娠中の人など。マ
イカップ持参（保護者用）、参加無料、30 組
◦5/23 ㈪ 10：30 ～ 12：00　
■食育講座「楽しい料理実習」
◦5/18㈬10：30～12：00 講師：吉田世津子さん
　場所＝八女市民会館「研修棟」※旧中央公民館
■思いきり遊ぼう岡山保育所園庭等で親子あそび

▽ 5/7 ㈯▽ 12 ㈭▽ 14 ㈯▽ 16 ㈪▽ 17 ㈫
▽ 19 ㈭▽ 21㈯▽ 24 ㈫▽ 28 ㈯
■移動サロン（10：00 ～ 12：00）
▽東公民館 5/6 ㈮ ▽上陽公民館 5/10 ㈫
▽児童センター 5/13 ㈮▽八女市民会館
研修棟（旧中央公民館）5/20 ㈮▽西公
民館 5/26 ㈭▽保健福祉センターそよか
ぜ 5/27 ㈮
■ほほえみサロン「楽しく親子あそび」
◦赤ちゃん広場（生後 4 か月～ 15 か月）
5/11㈬、25 ㈬　９：30 ～ 12：00
◦ほほえみ広場（生後 16 か月～就学前）
5/9 ㈪、31㈫　９：30 ～ 12：00
■パパママ広場（会場＝共生の森）
◦5/22 ㈰ 10：00 ～ 12：00
■プレママ広場 ※今からママになる人対象
◦5/2 ㈪ 10：00 ～12：00 ／忠見保育園
◦5/30 ㈪ 10：00 ～12：00 ／八女中央保育園

■高田先生のハートフルしゃべり場
◦ 5/10㈫10：30～12：00※託児は2日前までに要申込
■エンジェルルーム 「こいのぼり」
◦5/13 ㈮ 10：30 ～ 12：00 

■プレママ＆ベビーサロン
◦ 5/20 ㈮ 10：30 ～ 12：00
■みんなであそぼう 「ふしぎシャボン玉”バブルスノー”」
◦ 5/22 ㈰ 10：00 ～ 12：00
■ハッピーバースデー◦5/24㈫10：30～12：00 

■英語であそぼう◦5/2㈪、16㈪10：30～
■リズムにのって◦5/10 ㈫ 10：30 ～
■おためしランチ◦5/11㈬ 12：00 ～
■おしゃべりクラブ◦5/13 ㈮ 10：30 ～
■パパ・ママあそぼう！◦5/21㈯ 10：30 ～
■プレママクラブ◦5/9 ㈪ 10：30 ～
■楽しく子育て講座「歯の健康」◦5/23㈪10：30～
■こんにちはあかちゃん◦5/17 ㈫10：30 ～
■ハッピーバースデー！◦5/20 ㈮ 10：30 ～
■元気にあそぼう◦5/25 ㈬ 10：30 ～
■なかよしクラブ◦5/27 ㈮ 10：30 ～
■育児講座「離乳食づくり」（場所＝かがやき）
◦5/24㈫ 10：30～※託児は 3日前までに要予約
■移動サロン※10：00～13：00
▽白木コミュニティセンター 5/6 ㈮
▽黒木公民館 5/12 ㈭▽かがやき 5/19 ㈭
▽矢部基幹集落センター 5/26 ㈭

立花町子育て支援センターきらきら
会場・問い合わせ＝きらきら（☎24・9090）

黒木町チャイルドルーム　ピコロ
会場・問い合わせ＝ふじの里（☎42・3301）

子育て支援センター　ほほえみ
問い合わせ＝ほほえみ（岡山保育所内☎22・4726）

つどいの広場　ちゃちゃっこ
会場・問い合わせ＝共生の森（☎30・2566）

子育ち支援掲示板 5 月

総合型地域スポーツクラブ

ＳＯＵＴＨクラブ会員募集
子どもからお年寄りまでスポーツを通じて、家族の絆や仲間との交
流を深め健康な体とこころのうるおいを提供します。

【中高齢者体操教室】月2 回（第 2・4 火曜日）14 時～15 時 30 分
【太極拳教室】毎週火曜日　20 時～ 22 時
【社交ダンス教室】毎週水曜日　20 時～ 22 時
【わくわくピンポン】月２回（第１・３木曜日）18 時 30 分～ 20 時
【ジュニアバトミントン教室】毎週土曜日　17 時～19 時
【バトミントン教室】月２回（第２・４木曜日）20 時～ 22 時
【コーラス教室】毎週日曜日　10 時～11時 30 分
【テニススクール】月2 回（第２・４土曜日）9 時～12 時
【レクキッズ教室】（第1・3 水曜日）16 時 30 分～18 時
紹介している以外にもたくさんの教室・イベントがありますので、
お気軽にご参加ください。
⃝問い合わせ＝総合体育館内ＳＯＵＴＨクラブ（☎ 24・1340）

【健康教室コース】（第1・2 木曜日）20 時～ 21時 30 分 上陽中体育館
どなたにもできる簡単な体操！腰痛予防やメタボリック対策に最適です

【わくわくタイムコース】毎月第 3 金曜日20 時～ 22 時　上陽中体育館
子どもから大人までどなたでも楽しめるニュースポーツを中心に行います
⃝問い合わせ＝総合体育館内　上陽わくわくクラブ（☎ 24・1230）

Ｓ（スポーツ）・Ｅ（エンジョイ）を基本理念に掲げ、総合型地域スポー
ツクラブを立ち上げました。活動拠点は立花町を中心に実施してい
きます。ニュースポーツ教室等、年齢を問わず楽しく汗を流す仲間
を募集していますので、詳しくはお問い合わせください。
⃝問い合わせ＝事務局・熊手さん（白木郵便局内）☎ 35・0042

⃝
日
時
＝
５
月
７
日
㈯
10
時
～　
　

⃝
会
場
＝
総
合
体
育
館　

柔
・
剣
道
場

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ
ブ（
☎
２
４・１
３
４
０
）

ＳＯＵＴＨ
クラブ
総会案内

♥総合型地域スポーツクラブ　「上陽わくわくクラブ」会員募集♥

♥総合型地域スポーツクラブ「立花ＳＥクラブ」会員募集♥
New!

　
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、
７
月
24
日
を

も
っ
て
完
全
停
波
し
ま
す
。
そ
れ
ま

で
の
間
に
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

視
聴
す
る
た
め
の
準
備
を
し
な
い
と

テ
レ
ビ
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視

聴
す
る
た
め
に
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
対
応
の
受
信
機
と
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン

テ
ナ
が
必
要
で
す
。
受
信
機
は
、
新

た
に
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
を
購
入
す
る

ほ
か
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
に
地
上
デ

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
用
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
取
り

付
け
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
共
同
ア

ン
テ
ナ
施
設
で
テ
レ
ビ
を
ご
覧
の
人

は
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
た
め
の
施
設
改

修
が
必
要
で
す
。
地
デ
ジ
の
準
備
に

当
た
り
、「
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
分
か

ら
な
い
」と
い
う
人
や「
テ
レ
ビ
を
買
っ

た
の
に
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
で
き

な
い
」と
い
う
人
に
は
、デ
ジ
サ
ポ（
総

務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
）

が
お
手
伝
い
し
ま
す
の
で
お
電
話
く

だ
さ
い
。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
に
対
応
で
き
な
い
世
帯

（
市
町
村
民
税
非
課
税
の
世
帯
な
ど
）

に
対
し
て
は
、
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
の

無
償
給
付
な
ど
の
支
援
も
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ロ
グ
放
送
も
７

月
24
日
に
終
了
し
ま
す
の
で
、
Ｂ
Ｓ

デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
移
行
を
お
願
い
し

ま
す
。

《
一般
的
な
問
い
合
わ
せ
》
▽
デ
ジ
サ

ポ
福
岡
（
☎
０
９
２
・
３
０
３
・
０

１
０
１
）

《
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世

帯
へ
の
支
援
》
☎
０
５
７
０
・
０
３

３
８
４
０
） 

《
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
支

援
》
☎
０
５
７
０
・
０
２
３
７
２
４
） 

ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
ま
で
あ
と
半
年
を
切
り
ま
し
た
！
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4　2011.4.15　広報やめ

　

公
共
下
水
道
事
業
計
画
の
認

可
区
域
お
よ
び
整
備
期
間
等
の

変
更
を
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
な
お
、
認
可
区
域
に
つ

い
て
は
、
浄
化
槽
設
置
時
の
補
助

金
交
付
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

◦
変
更
概
要

▽
認
可
区
域
（
左
図 

参
照
）

変
更
前
区
域
＝
３
７
９
ha

変
更
後
区
域
＝
４
７
０
ha

（
91 

ha
（
拡
張
区
域
）
＋
３
７
９

ha
（
変
更
前
区
域
））

▽
整
備
期
間

変
更
前
＝
平
成
10
年
度
～
平
成

24
年
度

変
更
後
＝
平
成
10
年
度
～
平
成

27
年
度

◦
図
書
の
閲
覧
お
よ
び
問
い
合
わ

せ
＝
上
下
水
道
局
下
水
道
工
務

係
（
☎
２
３・１
６
７
０
）

公
共
下
水
道
事
業
計
画

認
可
区
域
等
の
変
更
（
拡
張
）
に
つ
い
て

『
健
診
で
病
気
が
見
つ
か
る
の
が
こ

わ
か
あ
～
』

『
自
分
の
カ
ラ
ダ
は
、
自
分
が
良
～

く
知
っ
と
る
け
ん
心
配
い
ら
ん
！
』

と
言
わ
れ
る
人
も
い
ま
す
が
、
自

覚
症
状
が
出
て
き
て
病
気
が
発
病

し
、
実
際
に
自
分
自
身
に
起
き
た

時
に
人
は
『
ハ
ッ
』
と
し
ま
す
。

『
ま
さ
か
、
自
分
が
こ
げ
ん
な
る
と

は
思
い
も
し
な
かっ
た
』

『
放
置
し
と
か
ん
で
、
あ
の
時
ち
ゃ

ん
と
治
療
し
て
お
け
ば
良
かっ
た
』

と
後
悔
し
て
も
後
の
祭
り
で
す
。

　

自
分
自
身
の
健
康
を
ま
ず
は
、

数
字
で
把
握
し
、
体
の
中
の
血
管

が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、

ま
ず
は
知
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
？
そ
の
た
め
に
も
健
診

は
必
要
で
す
。

『
特
定
健
診
っ
て
な
に
？
特
別
な
も

の
？
』

『
特
定
健
診
ち
ゃ
、
太
っ
と
る
も
ん

が
受
け
る
健
診
や
ろ
？
』

と
ま
だ
ま
だ
認
知
度
が
低
く
、
誤

解
さ
れ
て
い
る
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

　

今
年
度
は
、
昨
年
同
様
に
各
種

団
体
の
皆
さ
ん
に
も
引
き
続
き
ご

協
力
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
『
な
ぜ
健
診
が
必

要
な
の
か
』
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
さ
ら
に
担
当
職
員
で

戸
別
に
訪
問
を
い
た
し
ま
す
。

◦生活習慣病
の人が増える

大病を防げる

国保税が上がる
国保税が高い

【理由】
医療費が膨らみ、
八女市の国保運
営ができないため

八女市の
国保税が
上がらない
ようにするこ
とが可能

◦健診を受けず
に放っておき病
気になる

◦病気の人が
減る
◦早期の治療
ができる

思いがけず仕事
ができなくなる

みんなで助け合う国保税

八女市特定健診対象者の皆さん、ぜひ受診しましょう。◦問い合わせ＝市民課特定保健係（☎２３・１２０１）

八女市の医療費
が増える

八女市の医療費
を抑えることがで
きる

八女市国保も
圧迫！

家計も圧迫！

自分らしく
人生を
楽しめる

健診を受けない人が多いと…みんなで健診を受け続けていった先は

　
昨
年
度
は
八
女
市
特
定
健
診
の
受
診
の
お
勧
め
を
す
る
際
に
、
行
政
区
長

さ
ん
や
民
生
委
員
さ
ん
を
始
め
、
多
く
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
今
年
度
は
た
く
さ
ん
の
人
に
受
け
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
各
家
庭
を
訪
問
し
ま
す
。

何
で
健
診
が
必
要
な
の
？

40
歳
～
74
歳
の
八
女
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
の
皆
さ
ん
へ

何
で
わ
ざ
わ
ざ
訪
問
す
る

の
？

40
歳
～
74
歳
の

八
女
市
国
保
加
入
者

特
定
健
診
の
受
診
の
勧
奨
に

お
宅
訪
問
し
ま
す

八女市特定健診
「
は
っ
！
」

と
し
た
と
き
後
悔
し
な
い
た
め
に
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最
近
、
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

ま
で
は
な
い
け
ど
身
体
の
衰
え
が
気
に

な
る
と
い
う
人
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん

か
？
年
齢
と
と
も
に
現
れ
る
心
身
の
衰

え
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
心
身
を
使
い
つ
づ

け
、
鍛
え
る
こ
と
で
機
能
低
下
を
防
ぎ
、

向
上
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
い
く

つ
に
な
っ
て
も
お
元
気
で
生
活
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
ま
ず
今
の
自
分
の
状
態

を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。「
介
護
予

防
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
受
け
て

心
身
の
機
能
の
衰
え
が
な
い
か
ど
う
か

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

⃝
対
象
と
な
る
人
は
？　

75
歳
以
上

（
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
）
の
人
で
、

65
歳
未
満
の
人
と
同
居
し
、
介
護
保

険
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人
に
郵
送

し
て
い
ま
す
。

※
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
、
65
歳
未
満

の
人
と
同
居
し
介
護
保
険
の
認
定
を
受

け
て
い
な
い
人
は「
介
護
予
防
基
本
チ
ェッ

ク
リ
ス
ト
」
を
郵
送
し
て
い
ま
せ
ん
。
心

身
の
機
能
の
衰
え
が
気
に
な
る
人
は
、

下
記
左
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
65
歳
以
上
の
独
居
、
高
齢
者
の
み
の

世
帯
の
人
は
後
日
調
査
予
定
で
す
。

⃝
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
と
は
？　

日
々
の
生
活
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
必

要
な
心
身
の
能
力
が
衰
え
て
い
な
い
か
を

チ
ェッ
ク
す
る
も
の
で
す
。
※
左
図
参
照

⃝
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に

は
？　
ま
ず
、
対
象
と
な
る
人
に
郵
送

さ
れ
る
「
介
護
予
防
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
」
に
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ

ぞ
れ
の
質
問
に
深
く
考
え
込
ま
ず
「
は

い
」
ま
た
は
「
い
い
え
」
の
い
ず
れ
か

で
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
後
、

返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
ポ
ス
ト
に
投
函

し
て
く
だ
さ
い
。
健
康
課
に
て
判
定
の

後
、
該
当
す
る
人
に
市
か
ら
状
態
に
応

じ
た
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
ご
案

内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

介護予防基本チェックリストの流れ

介護予防基本チェックリストの質問に「は
い」または「いいえ」にチェックをつける

チェックリストをポストに投函

市でチェックリストを判定

生活機能の低下
なく元気な人

チェックリストは終了です。現状を維持
し、いきいきとした生活を送りましょう。

生活機能低下が
認められる人

健康課から状態に応じた介護予防
サービス利用の案内

▽八女市本庁健康課高齢者支援係
（☎２３・１３０８）
▽黒木総合支所保健福祉課介護・
高齢者係（☎４２・１１１４）
▽立花支所市民生活福祉課保健・
福祉係（☎２３・４９３３）
▽上陽支所市民生活福祉課市民生
活福祉係（☎５４・２２１８）
▽矢部支所　市民生活福祉課生活
福祉係（☎４７・３１１１）
▽星野支所　市民生活福祉課生活
福祉係（☎５２・３１１３）

▪運動機能向上（貯筋コツコツ体操）▪口

腔機能向上（ごりっ歯健口教室）など

～
自
分
を
知
る
こ
と
が
介
護
予
防
の
第
１
歩
～

「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
毎
日
の
介
護
予
防
に
い
か
し
ま
し
ょ
う

「
介
護
予
防
」

は
じ
め
て

い
ま
す
か
？

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
被

保
険
者
を
対
象
に
生
活
習
慣
病
の
予
防

お
よ
び
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
目
的

と
し
て
健
康
診
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

被
保
険
者
全
員
に
、
４
月
下
旬
に
受
診

票
と
お
知
ら
せ
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

◦
受
診
対
象
者
＝
被
保
険
者
。
た
だ
し
、

健
康
診
査
の
目
的
か
ら
、
が
ん
、
脳
血

管
疾
患
、
心
疾
患
、
動
脈
硬
化
症
、
糖

尿
病
、
高
血
圧
症
、
脂
質
異
常
症
、
心

臓
病
な
ど
の
治
療
を
受
け
て
い
る
人
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◦
受
診
期
間
＝
平
成
23
年
４
月
下
旬
～

平
成
24
年
３
月
31
日

◦
受
診
票
の
送
付
時
期

ア
平
成
23
年
4
月
末
ま
で
に
被
保
険
者

と
な
る
人
…
…
４
月
下
旬

イ
平
成
23
年
５
月
以
後
に
被
保
険
者
と

な
る
人
…
…
被
保
険
者
と
な
る
月
（
75

歳
の
誕
生
月
な
ど
）
の
上
旬

◦
受
診
時
の
自
己
負
担
金
＝
一
人
５
百
円

◦
受
診
の
方
法
＝
受
診
票
に
同
封
し
た

健
康
診
査
の
実
施
医
療
機
関
で
個
別
に

予
約
の
う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー

（
〒
８
１
２
‐
０
０
４
４
福
岡
市
博
多
区
千
代
四

丁
目
１
番
27
号
☎
０
９
２
６
５
１
・
３
１

１
１
／
N
０
９
２
６
５
１
・
３
９
０
１

http://w
w

w.fukuoka-kouki.jp/

健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

23年度

4月30日土19：00 ～
場所：明永寺（八女市本町）
「癒しのリュート」
■深町信秀〈リュート〉

5月1日日19：00 ～
場所：古陶星野焼展示館
　（星野村）
「リコーダーとリュートの響き」

■執行絵里〈リコーダー〉 深町信秀〈リュート〉

5月2日月19：00 ～
場所：尾久保・みんなの館　

（上陽町・旧尾久保小）
「チェンバロの調べ」

■大北絵三子〈チェンバロ、クラヴィコード〉 
古楽器へのいざない

八女市のまちなみ
コンサート♪

入場料各1000円／問い合わせ＝八女の町並みコンサート実行委員会（☎090・1169・3993）

広報やめ　2011.4.155

《
問
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小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
（
プ
レ
べ
ナ
ー
）

と
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
（
ア
ク
ト
ヒ
ブ
）
の
接
種
に
つ

い
て
、
接
種
後
の
死
亡
事
例
が
複
数
報
告
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
念
の
た
め
、
平
成
23
年
３
月
４

日
か
ら
一
時
的
に
見
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
が
、
専

門
家
会
議
で
評
価
を
行
っ
た
結
果
、
安
全
性
上

の
懸
念
は
な
い
と
さ
れ
た
た
め
、
平
成
23
年
４

月
１
日
か
ら
接
種
を
再
開
し
ま
す
。

よ
り
詳
し
い
情
報
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
緊
急
促
進
事
業
に
つ

い
て
」
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/bunya/kenkou/

kekkaku-kansenshou28/index.htm
l

中
学
１
年
生
か
ら
高
校
１
年
生
を
対
象
に
子

宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成
を

平
成
23
年
２
月
１
日
か
ら
開
始
し
ま
し
た
が
、

全
国
的
な
助
成
開
始
の
動
き
に
伴
い
子
宮
頸
が

ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
（
サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス
）
が
品

薄
に
な
り
供
給
不
足
の
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る
人
へ
の
ワ
ク

チ
ン
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

接
種
を
希
望
さ
れ
る
人
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

５月の健康だより
健康課健康推進係（☎ 23・1352）

♥

病・医院名 所在地 電話番号 予防接種の種類
ＢＣＧ 三種混合 二種混合 麻しん風しん混合 日本脳炎

麻生医院 宅間田 23・5800 ● ● ● ●
池田レディスクリニック 本村 23・5555 ● ● ● ● ●
いしもと小児科医院 岩崎 22・7111 ● ● ● ● ●
井上クリニック 本町 30・2020 ● ● ● ● ●
大内医院 酒井田 24・1398 ● ● ● ●
城戸医院 鵜池 23・5303 ● ● ● ● ●
草場内科循環器科医院 納楚 23・5171 ● ● ● ● ●
久良木医院 上陽町 54・2009 ● ● ● ● ●
黒岩外科医院 本町 23・2858 ● ● ●
公立八女総合病院 高塚 23・4131 ● ● ● ● ※1～３期のみ ●
後藤内科医院 上陽町 54・2221 ● ● ● ● ●
ごんどう内科クリニック 山内 23・3010 ● ● ● ● ●
しばた医院 上陽町 33・7373 ● ● ● ● ●
中野内科循環器科 吉田 25・3010 ● ●
東医院 本町 23・5212 ● ● ● ●
藤本産婦人科医院 本町 23・2733 ● ● ● ● ●
戸次循環器科内科医院 馬場 22・3100 ● ● ● ●
柳病院 吉田 23・2176 ● ●
山田内科医院 本町 23・4853 ● ● ● ●
吉田胃腸科内科医院 室岡 23・3806 ● ● ● ● ●
吉山クリニック 稲富 30・2200 ● ● ●
今村循環器科・内科 黒木町 33・2115 ● ● ●
クリニックくろぎ 黒木町 42・0887 ● ● ● ●
木屋診療所 黒木町 42・0071 ● ● ※ 2 ～ 4 期のみ
冨田医院 黒木町 42・0173 ● ● ● ● ●
中島医院 黒木町 42・0235 ● ● ● ●
原医院 黒木町 42・0336 ● ● ● ●
岡村医院 立花町 23・2770 ● ● ※ 3,4 期のみ
たちばな森の里クリニック 立花町 35・1000 ● ● ● ●
中村内科医院 立花町 37・1601 ● ● ● ● ●
みやざき内科 立花町 37・0008 ● ● ● ● ●
林医院 立花町 23・5557 ●
山口医院 星野村 52・3131 ● ● ● ● ●
矢部診療所 矢部村 47・2700 ● ● ● ● ●

※
病
・
医
院
に
よ
っ
て
は
、
接
種
日
・
時
間
が
決
ま
っ
て
い

ま
す
の
で
、
必
ず
電
話
で
予
約
を
し
て
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
県
内
の
病・医
院
で
接
種
が
で
き
ま
す
。
病・医
院
に
よ
っ

て
は
、
予
防
接
種
で
き
る
も
の
と
、 

で
き
な
い
も
の
が
あ
り

ま
す
の
で
電
話
で
確
認
し
て
か
ら
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

平成
23年度

定
期
予
防
接
種

受
託
病
・
医
院
名
簿

予
防
接
種
に
つ
い
て

大
事
な
お
知
ら
せ
で
す

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
が

供
給
不
足
と
な
っ
て
い
ま
す

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
と

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
再
開
し
ま
す 

6　2011.4.15　広報やめ



健康相談乳幼児健診

黒木総合支所管内乳児健診

乳幼児心理相談

子育てのことで、少しでも心配なことがあったらお気軽に
ご相談ください。身長・体重測定もできます。
※母子健康手帳をお持ちください。
※相談日以外でも、窓口や電話で子育て相談を行ってい
ます。なお、各地域の主任児童委員も家庭の相談に応じ
ています。詳しくは、福祉課援護係（☎ 23・1350）へ
お尋ねください。

ごっくん期（離乳食初期の５～６
か月児）についてのお話と調理を
行います。参加する人は、事前に
健康課までお申し込みください。
※託児あります。
健康課（☎23・1352）

保健師、看護師が、血圧測定・尿検査・体脂肪測定をしま
す。健康に関するいろいろな相談に応じますので、お気軽に
ご相談ください。健康手帳をお持ちの人はご持参ください。
※電話相談も行っています。 
健康課（☎23・1352）黒木総合支所（☎42・1114）

母子健康手帳をお持ちください。「予防接種
予診票」は家庭で記入してください。小冊
子「予防接種と子どもの健康」を事前によ
く読んでおいてください。

心理士による個別相談です。対象者は年齢を問わず、
成長発達面に不安のある人です。心配なことがあればお
気軽にご相談ください。
※予約制 健康課（☎23・1352）・黒木総合支所（☎42・1114）

［日時］5月9日（月）　9時30分～11時
［会場］八女市保健センター

［日時］5月19日（木）　14時～15時30分
［会場］上陽保健センター

［日時］5月20日（金）　13時15分～14時30分
［会場］八女市保健センター

［日時］5月23日（月）　10時30分～11時30分
［会場］八女市子育て支援センター「きらきら」

［日時］5月26日（木）　10時30分～11時30分
［会場］矢部基幹集落センター

［日時］5月19日（木）、10時30分～13時30分
※受付10時～
［会場］八女市保健センター
［持参品］エプロン、三角きん、母子健康手帳
［材料費］300円［定員］先着１５人

［日にち］5月17日（火）
［対象］★１歳６か月児（平成21年10月～11月生まれ）
★３歳児（平成20年4月～5月生まれ）

♥受付時間
13時～ 14時30分
♥会場
八女市保健センター

♥受付時間　13時30分～ 14時30分
♥会場  黒木地域交流センター「ふじの里」

［対象］３か月以上７歳６か月未満　
※41日（６週間）以上の間隔をおいて２回接種します。
※次回は6月8日（水）・９日（木）の予定です。

［日時］5月2日（月）　９時30分～11時
［会場］八女市保健センター

［日時］5月25日（水）　９時30分～11時
［会場］黒木地域交流センター「ふじの里」

［日にち］5月10日（火）　
［対象］10か月児（平成22年7月生まれ）

［日にち］5月18日（水）　
［対象］４か月児（平成23年１月生まれ）

［日にち］5月24日（火）
［対象］1歳６か月児（平成21年11月生まれ）

［日にち］5月26日（木）
［対象］３歳児（平成20年5月生まれ）

［日時］5月12日（木）13時30分～14時30分　
［会場］八女市保健センター

［日にち］5月11日（水）、26日（木）
［受付時間］９時～16時　［会場］八女市保健センター

［日にち］5月17日（火）［受付時間］9時～16時　
［会場］黒木地域交流センター「ふじの里」

ベビーズクッキング（離乳食教室）

子育て相談

ポリオ
予防接種

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
21
養
成
講
座

看
護
の
日
の
つ
ど
い

◉
日
時
＝
５
月
～
２
月
の
全
10
回

（
主
に
第
２
水
曜
日
の
午
前
）

※
初
回
は
５
月
11
日
㈬
10
時
～
12
時

◉
対
象
者
＝
64
歳
ま
で
の
な
る
べ
く

全
講
座
受
講
可
能
な
人

◉
定
員
＝
20
人
程
度
（
先
着
順
）

◉
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

（
旧
八
女
中
央
公
民
館
）
・
八
女
市

保
健
セ
ン
タ
ー

◉
参
加
費
＝
無
料
（
調
理
実
習
の
み

材
料
代
の
負
担
あ
り
）

◉
申
し
込
み
＝
お
電
話
で
健
康
推
進

係
ま
で
（
☎
２
３
・
１
３
５
２
）

◉
日
時
＝
５
月
14
日
㈯
12
時
～
16
時

◉
場
所
＝
ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡

◉
内
容
＝
看
護
職
員
知
事
表
彰
・
ふ

れ
あ
い
看
護
体
験
発
表
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
と

救
急
蘇
生
の
実
演
・
講
演
会
・
健
康

相
談
（
12
時
～
15
時
30
分
）
・
看
護

師
等
に
な
る
た
め
の
進
路
相
談
（
12

時
～
15
時
30
分
）

◉
定
員
＝
５
０
０
人

◉
参
加
料
＝
無
料

◉
問
い
合
わ
せ
＝
県
保
健
医
療
介
護

部
医
療
指
導
課
看
護
指
導
係

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
２
７
６
）

「
食
」「
運
動
」「
休
養
」に
つ
い
て

学
ぶ
講
座

テ
ー
マ
は「
看
護
の
心
を
み
ん
な
の
心
に
」

募集
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　　　立花地区
　　　　　７件
　　
　

　　

　　八女地区
　　　　５件

　
　　
　　広川町

　　４件

　
　黒木地区
　３件

  
　上陽地区

　
 　2 件

   矢部
 地区

1 件

  星野
 地区
1 件 

り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
条
件
が
重
な
る
と

効
率
的
な
消
火
活
動
が
困
難
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
空
気
の
乾
燥
、
強
風

な
ど
の
気
象
条
件
が
加
わ
る
と
、
飛
び

火
し
て
火
災
が
広
範
囲
に
広
が
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
度
焼
失
し
た
森
林

は
、
再
生
す
る
ま
で
に
長
い
年
月
が
か
か

る
と
と
も
に
、
そ
の
間
は
保
水
能
力
が
失

わ
れ
る
た
め
、
台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
っ

て
、
が
け
崩
れ
や
土
石
流
な
ど
の
土
砂
災

害
を
誘
発
す
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

林
野
火
災
の
多
く
は
、
一
人
ひ
と
り
の

注
意
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
き
火

や
火
入
れ
、
タ
バ
コ
な
ど
、
火
気
の
取
り

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、
消
火
を
確
実

に
行
っ
て
、
林
野
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い

よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
火
気
を
使
用
す
る
場
合
は
、
気
象
状

況
、
周
囲
の
可
燃
物
の
状
況
に
十
分
注
意

し
消
火
用
の
水
等
を
必
ず
用
意
す
る
こ
と

▽
強
風
時
お
よ
び
乾
燥
時
に
は
、
た
き

火
、
火
入
れ
を
し
な
い
こ
と

▽
火
災
が
起
こ
り
や
す
い
場
所（
枯
れ
草
な

ど
が
あ
る
）で
は
、
た
き
火
を
し
な
い
こ
と

▽
た
き
火
等
火
気
の
使
用
中
は
そ
の
場
を

離
れ
ず
、
使
用
後
は
完
全
に
火
を
消
す
こ
と

▽
火
入
れ
を
行
う
際
、
許
可
を
必
ず
受

け
る
こ
と

▽
タ
バ
コ
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で
喫
煙

し
、
吸
い
が
ら
は
必
ず
消
す
と
と
も
に

投
げ
捨
て
な
い
こ
と

▽
火
遊
び
は
し
な
い
こ
と

平
成
23
年
に
入
っ
て
か
ら
、
八
女
消

防
本
部
・
八
女
警
察
署
管
内
に
お
い
て

林
野
火
災
な
ど
が
23
件
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
の
火
災
の
ほ
と
ん
ど
が
、
た
き
火

な
ど
の
時
の
不
注
意
に
よ
る
延
焼
で
す
。

春
に
林
野
火
災
が
多
い
要
因
は
、
降
水

量
が
少
な
く
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
こ
と
、

春
一
番
に
代
表
さ
れ
る
強
風
が
吹
く
時
期

で
あ
る
こ
と
、
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
火

入
れ
な
ど
の
作
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
、
山

菜
採
り
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む

入
山
者
が
増
え
る
こ
と
な
ど
と
い
っ
た
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
が
重
な
り
合
っ
て
い
る
こ

と
が
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

林
野
火
災
で
の
消
防
活
動
は
、
消
火

の
た
め
の
水
が
不
足
す
る
こ
と
を
は
じ

め
、
地
理
的
地
形
的
な
条
件
で
、
多
数

の
人
数
が
現
場
に
近
寄
れ
な
い
こ
と
が
あ

林
野
火
災
を
防
ぐ
に
は
一
人
ひ
と

り
の
心
が
け
か
ら

林
野
火
災
を
防
ぐ
た
め
の
注
意
点

３
か
月
で
23
件

歴史や伝統、文化など魅力あふれる八女市。この
たび、合併後の八女市を紹介する観光ガイドブッ
クが完成しました。八女市役所観光振興課、各支
所の観光担当課、市内の観光施設などにも置いて
いますので、ご自由にお取りください。
◦問い合わせ
八女市役所観光振興課（☎２３・１１９２）

⃝
３
月
31
日
付
退
職

※
部・課
長
級
の
み
掲
載 （
　
） 

内
は
旧

▽
山
﨑
潔
（
市
民
福
祉
部
長
）
▽
牛
島
重
信

（
建
設
経
済
部
長
）▽
大
津
山
篤（
人
事
課
長
）

▽
橋
本
朝
義
（
黒
木
総
合
支
所
市
民
生
活
課

参
事
）
▽
貞
熊
髙
公
（
立
花
支
所
市
民
生
活

福
祉
課
長
）
▽
中
尾
信
幸
（
立
花
支
所
産
業

経
済
課
長
）
▽
松
崎
保
元
（
上
陽
支
所
市
民

生
活
福
祉
課
長
）

⃝
４
月
１
日
付
人
事
異
動 

※（
　
） 内
は
旧

【
部
長
級
】
▽
市
民
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務

所
長
＝
古
賀
秀
木
（
市
長
公
室
長
）
▽
建
設

経
済
部
長
＝
牧
口
健
次
郎（
農
業
振
興
課
長
）

【
課
長
級
】
▽
市
長
公
室
長
＝
中
園
昌
秀
（
行

財
政
改
革
推
進
課
長
）
▽
総
務
課
長
＝
牛

島
義
光
（
上
陽
支
所
総
務
課
長
）
▽
人
事

課
長
＝
末
広
隆
（
総
務
課
長
）
▽
行
財
政
改

革
推
進
課
長
＝
大
石
友
也
（
黒
木
総
合
支
所

総
務
課
参
事
）
▽
生
活
安
全
課
長
＝
馬
場
信

行
（
男
女
共
同
参
画
・
生
涯
学
習
課
長
）
▽

市
民
課
長
＝
桜
木
恵
子
（
健
康
課
参
事
補
佐

兼
介
護
認
定
係
長
）
▽
市
民
課
参
事
＝
久
木

原
章
次
（
監
査
事
務
局
長
）
▽
男
女
共
同
参

画
・
生
涯
学
習
課
長
＝
永
松
二
美
（
子
育
て

支
援
課
参
事
補
佐
兼
子
育
て
支
援
係
長
）
▽

男
女
共
同
参
画
・
生
涯
学
習
課
参
事
兼
市
民

会
館
長
＝
高
木
一
也
（
上
陽
支
所
建
設
経
済

課
長
）
▽
建
設
課
長
＝
井
上
勝
彦
（
市
民
課

長
）
▽
農
業
振
興
課
長
＝
原
田
英
雄
（
農
業

振
興
課
参
事
補
佐
兼
農
政
係
長
）
▽
監
査
事

務
局
長
＝
川
島
幹
夫
（
生
活
安
全
課
長
）
▽

農
業
委
員
会
事
務
局
長
＝
諸
冨
禎
二
（
建
設

課
長
）
▽
立
花
支
所
産
業
経
済
課
長
＝
原
順

三
郎
（
健
康
課
参
事
兼
健
康
推
進
係
長
）

市
役
所
の
人
事

火災が頻発！ 火の取り扱いには注意！

あ
な
たの
知ら
ない八女の

魅力
が盛り

だくさん！

八女市
観光ガイドブック

完成しました

総火災件数
23 件

平成23年1～ 3月中の火災件数
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守れ、
チシャノキ

八女市山内の祇園神社境入口に樹齢 600 年になるチシャ
の木（福岡県指定・天然記念物）があり、長年地域のシ
ンボルとして親しまれてきました。しかし近年、参道を車
が通るようになったことから樹勢が弱くなり、地域の人た
ちは心配していました。このたびＫＢＣの水と緑のキャン
ペーンにより、このチシャノキに治療が施されました。

■チシャノキとは　ムラサキ科の落葉樹。日本の温かい地方に自生している。若葉のころは葉の
形や幹の色などが柿の木とよく似ていることから、「柿の木だまし」と呼ばれているところもある。

■ＫＢＣ水と緑のキャンペーンとは　九州朝日放送創立 45 周年（1997 年）を記念して始められ
た環境キャンペーンで、今年で 14 回目。このキャンペーンでは、テレビ・ラジオ、ＷＥＢを通じ
て環境保護の大切さを訴えるとともに、「ＫＢＣ水と緑の基金」を募り、いただいた浄財は大学教
授や樹木医などから構成される「水と緑の委員会」の協力を得て、名木の治療などに役立てている。

　

山
内
の
チ
シ
ャ
ノ
キ
は
胸
高
周

囲
４
ｍ
、
根
周
り
７
・
４
ｍ
、
樹
高

11
・
５
ｍ
で
、
太
宰
府
天
満
宮
の
チ

シ
ャ
ノ
キ
（
国
指
定
天
然
記
念
物
）

に
次
ぐ
巨
木
で
す
。
県
内
で
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
チ
シ
ャ
ノ

キ
は
、
ほ
か
に
は
北
九
州
市
の
山
岳

の
チ
シ
ャ
ノ
キ（
県
指
定
）し
か
な
く
、

貴
重
な
木
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
木
は
今
か
ら
６
０
０
年
ほ
ど

前
の
南
北
朝
時
代
、
征
西
将
軍
懐
良

親
王
が
戦
勝
し
て
肥
後
の
菊
地
一
族

の
も
と
へ
向
か
う
途
中
、こ
の
地
で
宴

を
催
し
、
そ
の
陣
屋
跡
に
芽
生
え
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
昔
か
ら「
宮

チ
シ
ャ
」
と
呼
び
、
勝
負
運
に
強
い
神

木
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
近
年
、か
つ
て
歩
い
て
通
っ

て
い
た
参
道
に
車
が
入
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
チ
シ
ャ
ノ
キ
の

根
が
痛
ん
で
き
ま
し
た
。
地
元
か
ら

「
樹
勢
が
弱
く
な
っ
た
の
で
は
」
と
心

配
す
る
声
が
上
が
り
、
文
化
課
が
樹

木
医
に
相
談
。
Ｋ
Ｂ
Ｃ
の
水
と
緑
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、

今
回
の
治
療
と
な
り
ま
し
た
。

　
３
月
10
日
㈭
、
参
道
に
重
機
が
運

び
込
ま
れ
ま
し
た
。
北
側
に
向
か
っ

て
根
が
張
り
や
す
い
よ
う
に
と
穴
が

掘
ら
れ
、
車
が
入
ら
な
い
よ
う
に
石

で
境
界
が
敷
か
れ
ま
し
た
。
悪
く

な
っ
た
枝
を
せ
ん
定
し
、
丁
寧
に
消

毒
す
る
な
ど
一
日
が
か
り
で
治
療
が

施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
チ
シ
ャ
ノ
キ

は
以
前
火
事
に
遭
っ
た
た
め
幹
の
中

が
空
洞
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
焼
け

た
部
分
が
炭
と
な
っ
て
腐
食
を
防
い

で
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
子
ど
も
の
こ
ろ
幹
の
空
洞
の
中

で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
新
緑
の
季
節

は
葉
が
青
々
と
茂
り
、
白
い
小
さ
な

花
が
咲
き
ま
す
。
元
気
に
な
っ
て
く

れ
る
の
が
何
よ
り
で
す
」
と
、
地
域

の
人
た
ち
は
作
業
を
見
守
っ
て
い
ま

し
た
。
チ
シ
ャ
ノ
キ
は
再
び
元
気
に

よ
み
が
え
り
、
私
た
ち
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

※
参
考「
ふ
る
さ
と
の
自
然
と
歴
史
」八
女
市
山
内

八女市
山内

治療が終わったチシャノキ。国道を通る人たちが驚いて眺めるくらい
の大木です。新緑の季節が楽しみです。

根が張りやすいように穴がほられました 悪くなった枝のせん定

幹の空洞の部分も丁寧に消毒
されました。

「全体の状況はそれほど悪く
ないので、治療をしていれば
枯れることはありません。木
の根が十分張れるように、ま
たここで生活している人にも
支障がないように施しました」
と、樹木医の小河誠司さん。
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ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

茶
の
く
に
お
や
き
が

で
き
ま
し
た

1一斉に空に舞い上がった風船  2児童代表のあ
いさつをする塩塚くん（右）と鶴さん  3谷口校
長から校旗が返納されました  4校歌を歌う白木
小児童生  5児童によって除幕された閉校記念碑

感謝状を受けた氷室正春さん

「茶のくにおやき」を作ったお茶女会の皆さん

長
い
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る 

北
山
小
・
白
木
小
閉
校
記
念
式
典

北
山
小
学
校
と
白
木
小
学
校
の

閉
校
記
念
式
典
が
３
月
24
日
㈭
、

児
童
や
地
域
の
人
々
な
ど
多
数
が

参
加
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

北
山
小
学
校
は
明
治
11
年
に
開

校
、
５
４
３
５
人
の
卒
業
生
を
送
り

出
し
て
き
ま
し
た
。
式
で
は
児
童
を

代
表
し
６
年
の
塩
塚
次
路
く
ん
と

鶴
美
咲
さ
ん
が
「
た
く
さ
ん
の
思
い

出
が
つ
ま
っ
た
北
山
小
学
校
で
見
て

き
た
風
景
す
べ
て
が
私
た
ち
に
と
っ

て
宝
物
。
北
山
小
学
校
で
学
ん
だ

こ
と
を
誇
り
に
、
学
び
身
に
つ
け
た

こ
と
を
筑
南
小
学
校
で
い
か
し
て
い

き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
式
典
後
に

は
、
校
庭
で
参
加
者
全
員
が
風
船

５
０
０
個
に
新
た
な
気
持
ち
を
の
せ

大
空
に
飛
ば
し
ま
し
た
。

白
木
小
学
校
は
明
治
13
年
に
開

校
、
６
４
７
９
人
の
卒
業
生
を
送
り

出
し
て
き
ま
し
た
。
式
で
谷
口
千
奈

美
校
長
は
「
自
然
豊
か
な
環
境
に

囲
ま
れ
た
文
部
省
唱
歌
を
な
ぞ
ら

え
た
よ
う
な
学
校
で
、
子
ど
も
た
ち

も
よ
く
遊
び
、
よ
く
学
び
を
地
で
い

く
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
で
し
た
。
合

併
し
て
も
『
は
き
は
き 

に
こ
に
こ 

白
木
の
子
』
の
伝
統
を
受
け
継
い
で

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
子
ど
も
た
ち
に

語
り
か
け
ま
し
た
。
別
れ
の
言
葉
で

は
、
白
木
小
の
歴
史
な
ど
を
全
校

児
童
が
表
現
し
ま
し
た
。
式
後
に

は
閉
校
記
念
碑
の
除
幕
が
行
わ
れ
、

お
別
れ
会
に
は
２
０
０
人
あ
ま
り
の

地
域
の
人
々
が
参
加
し
学
び
舎
と

の
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

5

4 3

2

1

八
女
の
女
性
グ
ル
ー
プ
「
お
茶
女

会
」（
小
野
富
子
代
表
ほ
か
12
人
）
に

よ
り
、「
茶
の
く
に
お
や
き
」
が
完
成

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
ふ
る
さ
と
の
味
の

お
や
き
を
つ
く
ろ
う
と
、
だ
ん
ご
粉

に
大
根
お
ろ
し
を
ま
ぜ
、
八
女
の
特

産
で
あ
る
梅
、高
菜
漬
け
、タ
ケ
ノ
コ
、

シ
イ
タ
ケ
を
そ
れ
ぞ
れ
加
え
て
焼
い

た
も
の
。「
冷
え
て
も
お
い
し
く
、
モ

チ
モ
チ
の
食
感
を
出
す
の
に
苦
労
し

ま
し
た
」
と
小
野
さ
ん
。
こ
の
お
や
き

は
ぼ
ん
ぼ
り
祭
り
の
会
場
で
も
販
売

さ
れ
、
大
好
評
で
し
た
。
お
い
し
く

て
消
化
も
よ
い
「
茶
の
く
に
お
や
き
」。

今
度
見
か
け
た
と
き
は
、
ぜ
ひ
食
べ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

長
年
の
功
績
に
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

人
権
擁
護
委
員
を
退
任
さ
れ
た

氷
室
正
春
さ
ん
（
星
野
村
）
に
、

２
月
28
日
付
で
法
務
大
臣
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大

臣
か
ら
の
委
嘱
を
受
け
、
住
民

の
皆
さ
ん
に
人
権
に
つ
い
て
関

心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
啓

発
活
動
を
行
っ
た
り
、
人
権
相

談
な
ど
に
応
じ
た
り
し
て
い
ま

す
。
氷
室
さ
ん
は
平
成
14
年
１

月
か
ら
平
成
23
年
２
月
ま
で
の

約
９
年
間
に
わ
た
り
、
人
権
思
想

の
普
及
や
人
権
擁
護
活
動
に
尽
力

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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３
月
12
日
㈯
か
ら
13
日
㈰
に
か

け
て
尼
崎
市
で
開
か
れ
た
第
33
回

Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ａ
全
国
マ
ス
タ
ー
ズ
ス
イ

ミ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
、
西
木

禮
子
さ
ん
（
83
歳
・
納
楚
）
が
出

場
。80
歳
～
84
歳
ク
ラ
ス
の
50
メ
ー

ト
ル
背
泳
ぎ
（
１
分
５
秒
39
）
と

１
０
０
メ
ー
ト
ル
背
泳
ぎ
（
２
分

29
秒
91
）
で
優
勝
し
ま
し
た
。

西
木
さ
ん
は
74
歳
か
ら
水
泳
を

始
め
、
週
６
日
の
練
習
で
め
き
め

き
と
上
達
。
県
大
会
等
で
も
入
賞

し
、
マ
ス
タ
ー
ズ
や
ウ
ー
マ
ン
ズ
大

会
な
ど
の
全
国
大
会
へ
も
出
場
し

て
い
ま
す
。「
指
導
し
て
も
ら
っ
て

い
る
先
生
や
仲
間
の
お
か
げ
。
水

泳
は
私
の
生
き
が
い
な
の
で
こ
れ

か
ら
も
健
康
で
泳
ぎ
続
け
た
い
」

と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

玉
露
の
う
ま
い
い
れ
方
を
競
う 

マ
ス
タ
ー
ズ
ス
イ
ミ
ン
グ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
優
勝

共
同
で
補
修
作
業

小
学
校
の
巣
立
ち
に
時
計
を
贈
る

白木小６年生15 人と谷川さん

「水泳は生きがい」と話す西木さん（右から２人目）

ビオトープの補修ととも掃除も行いました

第
５
回
全
国
玉
露
の
う
ま
い
淹

れ
方
コ
ン
テ
ス
ト
が
３
月
６
日
㈰
黒

木
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
じ
の
里
」

で
開
か
れ
、
参
加
し
た
１
５
０
人

が
自
慢
の
お
手
前
を
競
い
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
は
５
人
が
１
グ
ル
ー
プ

に
な
り
、
グ
ル
ー
プ
内
を
勝
ち
抜

い
た
参
加
者
で
２
回
戦
、
そ
の
後

６
人
が
決
勝
へ
と
進
ん
で
い
き
ま
し

た
。
審
査
に
は
最
高
級
の
伝
統
本

玉
露
を
使
用
し
、
参
加
者
は
お
湯

の
温
度
を
確
か
め
た
り
、
急
須
に

お
湯
を
注
い
で
か
ら
の
時
間
を
は

か
っ
た
り
と
、
真
剣
な
表
情
で
玉

露
を
い
れ
て
い
ま
し
た
。

　
会
場
の
別
の
部
屋
で
は
お
茶
に

合
う
和
菓
子
づ
く
り
や
玉
露
の
淹

れ
方
教
室
な
ど
も
開
か
れ
、
多
く

の
人
が
お
茶
に
親
し
ん
だ
１
日
と

な
り
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

▽
優
勝
＝
古
賀
友
季
恵
（
広
川
町
）

▽
準
優
勝
＝
坂
本
孝
義
（
熊
本
県
）

▽
入
賞
＝
木
庭
尚
美
（
八
女
市
）、

野
上
智
子
（
太
宰
府
市
）、
宇
津
宮

博
（
行
橋
市
）、
轟
し
ず
子
（
八
女

市
）▽
特
別
賞
＝
出
田
優
妃
奈（
八

女
市
）、
三
木
雄
貴
秀
（
浜
松
市
）

立
花
町
光
友
出
身
の
谷
川
弘
さ

ん
が
３
月
８
日
㈫
、
白
木
小
学
校

を
卒
業
す
る
６
年
生
15
人
に
腕
時

計
を
贈
り
ま
し
た
。

谷
川
さ
ん
は
福
岡
市
内
で
マ
ッ

サ
ー
ジ
派
遣
業
の
会
社
を
経
営
。

こ
れ
ま
で
も
立
花
町
の
学
校
や
保

育
所
な
ど
に
こ
い
の
ぼ
り
や
雛
人

形
な
ど
を
贈
っ
て
い
ま
す
。
谷
川

さ
ん
は
「
両
親
の
言
わ
れ
る
こ
と

を
よ
く
聞
き
、
時
間
を
守
る
人
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
、
腕

時
計
を
一
人
ひ
と
り
に
声
を
か
け

な
が
ら
手
渡
し
ま
し
た
。

八
女
市
上
陽
町
の
ホ
タ
ル
と
石

橋
の
里
公
園
の
ビ
オ
ト
ー
プ
（
自
然

の
生
態
系
を
維
持
し
た
水
路
）
の

補
修
工
事
が
３
月
14
日
㈪
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
福
岡
と
八
女
市
観

光
協
会
上
陽
支
部
の
共
同
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
ビ
オ
ト
ー
プ
は
平
成
12
年

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
10
年
が

経
過
し
、
水
路
の
あ
ち
こ
ち
で
水
漏

れ
か
所
が
出
て
き
た
た
め
、
水
路
の

泥
や
砂
利
を
取
り
除
い
て
、
赤
土

で
水
漏
れ
か
所
を
ふ
さ
ぐ
工
事
を
し

ま
し
た
。
ま
た
、
併
せ
て
水
路
内
の

草
や
ご
み
の
掃
除
を
し
、
水
路
は
見

違
え
る
よ
う
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
作
業
の
途
中
で
、
ホ
タ

ル
の
幼
虫
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。
今

年
も
き
っ
と
公
園
内
で
ホ
タ
ル
の
舞

が
見
ら
れ
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

（左）真剣な表情でお茶をいれる参加者 （上）日本茶イ
ンストラクターによるお茶の淹れ方教室も行われました



5月1日（日）
いしもと小児科 岩 崎 22・7111
林医院 立花町 23・5557
松山歯科医院 納 楚 24・1234
5月3日（祝）
戸次循環器科内科 馬 場 22・3100
今村循環器科・内科黒木町 33・2115
あまの歯科医院 筑後市 0942・51・1113
稲冨歯科医院 広川町 32・5123
宮城耳鼻咽喉科 筑後市 0942・52・8733
5月4日（祝）
山田医院 東唐人町 23・4853
後藤内科医院 上陽町 54・2221
大津歯科医院 筑後市 0942・53・1153
横山歯科医院 馬 場 22・5384

みやた眼科医院 広川町 32・6888
5月5日（祝）
古賀泌尿器 馬 場 24・3121
たちばな森の里クリニック 立花町 35・1000
坂田歯科医院 筑後市 0942・53・7089
おおくま歯科医院 立花町 22・3550
長崎眼科クリニック 本 村 22・6123
5月８日（日）
戸次循環器科内科 馬 場 22・3100
矢部診療所 矢部村 47・2700
ふじわら歯科医院 筑後市 0942・52・4067
5月15日（日）
富田クリニック 蒲 原 24・4810
しばた医院 上陽町 33・7373
森田歯科医院 山 内 24・3055

5月22日（日）
山田医院 東唐人町 23・4853
久良木医院 上陽町 54・2009
石橋歯科医院 本 町 24・5207
5月29日（日）
井上クリニック 新 町 30・2020
角整形外科 黒木町 33・2121
ふじわら歯科医院 筑後市 0942・52・4067
救急指定病院
公立八女総合病院 高 塚 23・4131
柳　病院 吉 田 23・2176
川﨑病院 納 楚 23・3005
馬場病院 広川町 32・3511

✚5月の在宅医当番表 ※変更になっていることがありますので、電話で確認してください。

八女市観光ホームページを開設しました !
※八女市公式ホームページからも見ることができます。

S http://chanokuni.com

投票所 投票会場 投票時間
第 1 投票所 福島小学校体育館 ７時～ 20時
第 2 投票所 八女市民会館研修棟（旧中央公民館） ７時～ 20時
第 3 投票所 長峰小学校体育館 ７時～ 20時
第 4 投票所 八女市総合体育館 ７時～ 20時
第 5 投票所 上妻小学校体育館 ７時～ 20時
第 6 投票所 三河小学校体育館 ７時～ 20時
第 7 投票所 八幡小学校体育館 ７時～ 20時
第 8 投票所 川崎小学校体育館 ７時～ 20時
第 9 投票所 忠見小学校体育館 ７時～ 20時
第10投票所 岡山小学校体育館 ７時～ 20時
第11投票所 西中学校体育館 ７時～ 20時
第12投票所 八女市農業活性化センター ７時～ 19時
第13投票所 八女市研修センター「発心」 ７時～ 19時
第14投票所 黒木地域交流センター「ふじの里」 ７時～ 19時
第15投票所 豊岡コミュニティセンター ７時～ 19時
第16投票所 串毛コミュニティセンター ７時～ 19時
第17投票所 木屋農村環境改善センター ７時～ 19時
第18投票所 笠原集会所 ７時～ 19時
第19投票所 大淵小学校体育館 ７時～ 19時
第20投票所 立花市民センターイベントホール ７時～ 20時
第21投票所 筑南小学校体育館（旧北山小学校体育館）７時～ 20時
第22投票所 白木コミュニティセンター ７時～ 19時
第23投票所 旧上辺春小学校体育館 ７時～ 19時
第24投票所 矢部公民館 ７時～ 19時
第25投票所 星野行政福祉センター ７時～ 19時

投票時間は７時から20時まで（一部の投票所は19時まで）です。
市内の投票所は25か所です。あなたが投票する会場は、お届けする入場券に記載しています。

４月24日㈰は
八女市議会議員一般選挙の投票日です

投
票
所

▼
八
女
市
役
所
２
０
５
会
議
室

▼
上
陽
支
所
小
会
議
室 

▼
黒
木
総
合
支
所
第
５
会
議
室 

▼
立
花
市
民
セ
ン
タ
ー
１
０
１
研
修
室

▼
矢
部
公
民
館 

▼
星
野
行
政
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
集
会
室

投
票
期
間
＝
４
月
18
日
㈪
～
23
日
㈯

投
票
時
間
＝
８
時
30
分
～
20
時

※
期
日
前
投
票
に
限
り
、
右
記
６
か
所
ど
こ
で
も

投
票
で
き
ま
す
。

即
日
開
票

日
時
＝
４
月
24
日
㈰　

21
時
15
分
～

場
所
＝
八
女
市
総
合
体
育
館
２
階
球
技
場

※
開
票
の
状
況
を
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す
。（http://w

w
w.city.yam

e.fukuoka.jp

）

問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
八
女
市
役
所
総
務
課
内
☎
２
３・１
１
１
１
）

期
日
前
投
票
も
ご
利
用
く
だ
さ
い

こ
の
思
い

届
け
る
た
め
の

こ
の
一
票


